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長
門
笠
山
に
就
い
て
は
既
に
卑
-
鈴
木
敏
博
士
が
明

治
三
十
六
年
五
月
枕
の
地
単
難
詰
及
び
山
口
間
隔
地
質

説
明
苔
に
於
て
簡
潔
に
し
て
輩
を
悉
せ
る
興
味
あ
る
記

述
を
拭
み
ら
れ
基
の
遠
点
並
び
に
噴
火
口
の
云

ケ
ッ
チ

む
も
示
さ
れ
た
0
政
で
博
士
の
記
載
に
よ
っ
て
典
庇
を

喚
起
せ
ら
れ
踏
査
の
r機
倉
を
糾
っ
て
居
た
余
は
大
正
十

Z
牢
歌
十

1
月
長
門
峡
の
調
査

ttq･J就
み
て
の
蹄
途
荻
に

出
て
此
の
示

火
山
を
訪
れ
る
事

pyJ
し
た
｡
火
山
鵬
の
藤

笠

山

細

別
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小

牧

賓

繁

刊
に
際
し
潜
時
の
日
記
を
基
ど
し
記
憶
を
喚
起
し
っ
～

此
の

7
倍
を
革
す
る
.

荻
の
束
を
北
溌
す
る
阿
武
川
の
奔
流
松
本
川
を
絵
本

大
橋
に
よ
っ
て
兼
に
波
-
放
下
塾
淡
を
訪
れ
た
後
願
道

を
北
し
て
繭
小
畑
後
小
畑
を
過
ぎ
腺
道
か
ら
分
れ
て
見

遣
を
酉
す
る
事
少
許
に
し
て
越
ケ
渚
に
出
る
.
越
ケ
鷺

は
長
門
本
土
ビ
元
雑
海
中
の

7
火
山
島
で
あ
っ
た
韮
山

ビ
を
連
結
す
る
砂
洲
上
に
登
逢
し
北
に
嫁
洗
港
南
に
夕

ELEO九

四
九



鞄

球

綱
港
を
撃

宗

教
の
酒
屋
呉
服
屋
等
の
存
す
る
外
住
民

の
大
部
分
は
殆
ん
で
農
耕
せ
ず
又
副
業
と
し
て
養
鷺
を

行
ふ
の
事
も
な
-
先
づ
純
粋
に
漁
業
を
生
業
ビ
し
家
屋

の
屋
根
は
立
派
な
赤
晃
を
以
て
苛
か
れ
た
制
令
に
蕊
束

の
よ
い
漁
村
で
あ
る
｡
鼻
の
地
姓
が
元
解
海
中
に
蓉
逢

し
た
砂
洲
で
あ
る
関
係
上
飲
料
水
の
良
か
ら
う
筈
な
-

数
年
前
ま
で
は
数
町
北
の
海
岸
ま
で
温

々
水
を
汲
み
に

行
か
ぬ
ぼ
な
ら
な
か
っ
た
O
男
子
は
漁
に
出
で
'
水
汲

み
ビ
ラ
ン
プ
の
掃
除
亡
が
婦
女
子
の
泉
す

べ
き
仕
事
で

あ
っ
た
｡
其
れ
が
敢
近
に
は
山
の
手
に
貯
水
池
が
作
ら

れ
水
道
が
引
か
れ
又
電
燈
も
鮎
せ
ら
れ
て
婦
女
子
の
課

業
は

1
時
に
揮
減
せ
ら
れ
た
の
で
近
雄
は
萩
方
南

へ
女

中
奉
公
等
に
出
様
ぐ
も
の
が
多
-
な
っ
た
三
富
ふ
｡

袈
港
の
間
端
に
厳
島
明
榊
が
配
ら
れ
嗣
前
に
海
水
の

通
ず
る
地
が
あ
r･C,､
越
が
演
の
漁
夫
碑
に
断
念
す
る
時

は
海
の
も
の

!
尾
を
此
虞
に
放
ち
禁
漁
す
る
故
此
魔
に

諸
種
の
魚
鱗
が
繁
殖
し
恰
も
天
然
水
族
館
の
観
を
豊
し

て
居
る
｡

紳
酢
の
背
後
に
は
風
穴
が
存
す
る
｡

此
庭
よ
り
笠
山

に
登
る
に
醜
神色
多
孔
質
の
玄
武
岩
塊
が

様
々
TyJ
L
で
構

節
四
各

節
班
戟

望
〇

五
〇

は
ち
盤
根
等
の
喬
木
其
他
の
港
木
が
茂
生
し
､
其
の
中

に
牛
を
放
牧
し
て
居
る
｡
土
人
の
語
る
所
に
よ
れ
ば
其

の
敗
数
十
頭
も
あ
ら
ん
か
･,J
の
事
で
あ
る
が
欝
際
は
不

明
で
あ
る
ら
し
い
0
余
を
案
内
下
す

っ
た
阿
武
郡
役
所

の
産

米
晴
二
氏
は
萩
土
着
の
人
で
あ
る
が
氏
の
敦
に
よ

れ
ば
其
の
教
官
頭
に
蓮
す

べ
-
放
牧
せ
る
た
め
其
の
贋

兇
暴
で
之
れ
を
市
場
に
出
す
虜
に
は

1
度
牛
小
屋
に
て

馴
牧
す
る
必
妻
が
あ
る
'
此
等
は
多
-
は
笠
山
北
麓
の

海
岸

で自
然
繁
殖
す
る
の
で
あ
る
が
以
前
は
此
の
鷺
山

北
方

の海
岸
樹
木
の
繁
茂
せ
る
方
面
に
は
猿
頼
多
-
棲

息
し
往
々
取
落
に
出
て
小
鬼
を
害
し
た
革
も
あ
っ
た
}J

の
革
で
あ
る
｡
笠
山
斜
面
の
或
る
部
分
に
は
落
花
生
1

番
､
乳
牛
の
乾
草
等
を
栽
培
し
た
所
が
あ
り
'
其
の
耕

地
の
同
園
に
は
黒
色
玄
武
岩
を
以
て
石
垣
を
廃
し
数
年

の
尊
を
防
い
で
居
る
が

l
種
の
景
観
を
豊
し
て
遊
子
の

目
を
牽
-
o

黒
色
玄
武
岩
の
構
成
す
る
山
の
斜
面
は
大
鰭
甚
だ
平

坦
で
姦
状
を
な
t
で
居
る
が
項
部
に
蓮
す
れ
ば
玄
武
岩

は
赤
紫
色
ど
な
-
勾
配
は
鞘
急
k
,な
-
以
て
姦
上
の
火

山
錐
を
形
成
し
中
火
に
噴
火
口
～=q･,抱

い
て
層
る
｡
其
の



周
回
洗
皮
形
状
等
は
地
肌
に
鈴
木
博
士
が
記
‖載
せ
ら
れ
L
J

加
-
で
内
壁
は
新
鮮
な
赤
紫
色
多
孔
肇

の
玄
武
岩
で

あ
る
｡
其
の
底
部
に
は
噂
の
遺
骸
の
生
新
ら
し
い
も
の

が
横
た
は
っ
て
居
た
が
之
れ
は
其
れ
ビ
知
ら
ず
に
噴
火

口
上
を
俳
梱
し
た
哀
れ
な
噂
の
最
期
,̂J
知
れ
た
.

噴
火
口
上
に
登
饗
し
其
の
元

角
に
座
し
て
何
周
を
眺

望
す
る
に
鴨
島
｡
大
島
'
肥
島
'
羽
島
､
属
島
.
和
島

の
六
島
'
遠
-
は
見
島
近
-
は
限
下
に
九
島
を

望
む
べ

-
､
九
島
は
儲
頭
の
如
-
高
-
羽
島
は
盆
の
如
-
届
卒

に
.
肥
島
､
相
島
.
大
島
'
属
虜
､
和
島
､
児
島
文
略

偏
平
で
あ
る
.
此
等
は
凡
て
笠
山
だ
同
じ
-
玄
武
山石
の

毒
地
で
あ
る
｡

厚
東
氏
の
淡
に
よ
れ
ば
属
島
は
月
数
四
百
､
大
鳥
は

≡
官
も
あ
る
が
棺
島
に
は
人
家
僅
か
に
七
軒
あ
る
の
み
､
l

家
族
は
十
数
人
の
大
家
族
で
あ
る
が
七
軒
以
上
に
分
家

す
る
事
を
禁
す
る
制
圧
に
な
っ
て
居
る
ど
の
事
で
あ
る
｡

此
れ
は
余
が
同
年
夏
石
札
陶
青
野
山
上
で
津
和
野
土
着

の
水
腫
末
男
氏
よ
り
聞
か
さ
れ
た
石
見
森
田
沖
の
高
島

(青
野
山
よ
-
見
え
る
)
の
七
軒
家
の
制
度
ど
同

7
の
も

の
で
飛
騨
山
中
の
大
家
族
制
度
等
ビ
併
せ
考
ふ
べ
-
地

盤

山

維

削

哩
的
事
情
ビ
種
酵
事
情
'
樵
酵
事
情
}J
家
族
就
骨
制
圧

ど
の
閥
係
を
暗
示
す
る
興
味
あ
る
革
質
で
あ
る
｡
僻
厚

東
氏
の
談
に
よ
れ
ば
見
島
は
凡
て
農
耕
す
る
が
農
耕
は

式
魚
水
に
よ
る
の
で
あ
る
か
ら
卑
怯
は
直
ち
に
不
作
を

招
き
島
民
の
出
様
を
促
す
.
肥
島
に
は
珍
奇
な
る
瓜
を

産
し
之
を
歯
に
て
煤
で
更
に
水
に
浸
せ
ば
素
劫
の
如
き

と
.‥}.･･

筋
ビ
な
る
が
之
れ

を

肥

島

瓜
ビ
祁
す
'
羽
島
に
は
赤
菟

茸
の
家
敦
軒
あ
り
萩
の
高
重
民
夫
人
支
那
人
な
し
て
豚

を
養
は
し
む
'
而
し
て
此
等
六
島
の
村
役
場
は
六
島
村

の
圏
外
な
る
萩
町
の
着
船
所
附
近
に
あ
-
.
之
れ
は
政

の
地
が
村
役
場
の
地
だ
し
て
最
も
便
利
の
地
で
あ
る
か

ら
と
の
革
で
あ
る
.
沿
岸
島
鳩
の
地
理
が
又
甚
だ
興
味

あ
る
研
究
の
対
象
で
あ
る
の
を
知
る
べ
き
で
あ

る｡

笠
山
の
北
麓
に
は
相
隣
二
号

所
あ
-
其
れ
等
は
略
北

西
商
束
の

1
直
線
上
に
位
置
し
て
居
る
が
之
れ
は
恐
ら

-
ル
噴
火
口
の

7
列
で
辻
村
太
郎
氏
が
昨
年
の
科
尊
知

識
誌
上
(富
士
山
脱
)
に
記
載
せ
ら
れ
た
富
士
山
順
の
側

火
山
列
や
樫
島
の
新
暁
火
口
列
等
ど
略
同
様
の
意
味
;t･I

有
す
る
も
の
で
あ
ら
う
.
此
の
凹
地
附
淀
は
鼓
も
多
-

放
牛
の
象

-
叉
以
前
猿
細
の
多
か
つ
死
産
で
あ
る
三
吉

蓋
l

玉
1



地

球

ふ
｡噴

火
口
を
下
-
中
庸
よ
-
南
東
を
望
め
ば
孤
島
も
中

ノ
基
､
鶴
江
量
の
三
轟
を
認
め
得
る
｡
政
等
の
壷

地
-

又
授
盆
の
加
-
屈
牢
で
森
称
を
以
て
被
覆
せ
ら
れ
其
の

閥
に
杉
垣
を
班
し
た
購
相
良
が
あ
-
其
の
他
､
馬
鈴
薯

甘
薯
.
大
豆
､
小
豆
'
大
根
等
を
栽
培
し
た
朗

]･o
あ
-

斯
か
る
稿
平
の
姦

地
は
就
地
方
の
方
言
で
は
之

空
盤
古

弼
す
る
ビ
厚
東
底
は
語
ら
れ
た
.
之
れ
又
凡
て
玄
武
岩

基
地
で
あ
る
｡

斯
-
の
如
-
荻
地
方
は
玄
武
栗
が
甚

だ豊
富
で
あ
る

か
ら
従
っ
て
之
れ
を
石
材
ビ
し
石
垣
士
董
石
等
に
使
用

す
る
も
の
甚
だ
多
-
患
都
焼
山
紳
憩
を
配
れ
る
奮
城
地

第
四
番

節
凹
班

蓋
iJ

五
二

ホ
リ
チ

7
暦
､
堀

内

附
鑑
の
葛
藩
士
邸
の
石
垣
等
は
殆
ん
で
凡

て
盈
色
の
玄
武
岩
を
用
ひ
基
魔
に
荻
特
有
の
文
字
通
-

の
地
方
色
が
現
れ
て
属
-
ブ
-
エ
ソ
が

｢
俳
蘭
簡
閲
民

史
｣
中

の

｢
俳
蘭
固
人
文
地
理
｣
蔚
十
四
牽

T
y
p
es

警
g
仙ollauX

D
e

M
a
iso
ns
E
t
C
a
r
te
G

mn
6ra
He

D
es

T
oits
中
に
述
べ
た
様
な
事
が
金
-
､虚

構
で
な

い
事
を

鮎
国
か
せ
る
の
で
あ
る
｡

欄
撃
す
る
に
轄
み
往
年
終
日
尭
内
の
算
を
}J
ら
れ
蔑

多
の
数
示
を
賜
は
-
又
深
憂
荻
埠
衝
に
余
を
見
遮
ら
れ

光
る
厚
東
晒
二
流
の
厚
意
に
射
し
探
甚
の
謝
意
を
衷
す

る
O
(
7九
二
五
｡八
･四
)

地
理
散
財

/̂)
し
て

の
地
形
固

(十
善

寒

風

山

陸
地
測
最
都
立
甫
分
ノ
.i
男
鹿
畠

1
廉
｢
醇
川
｣
同
五

耽
｢
日
′賀
｣右
の
二
葉
の
地
形
岡
を
蓮
r･1,%
れ
ば
歌
田
螺
の

男
鹿
寧
島
の
地
観
ど
な
る
｡

男
鹿
寧
島
は
元
雑
は
島
で

あ
っ
た
が
二
っ
の
砂
洲
で
陸
地
に
飴
ば
れ
た
-
の
で
其


